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1.1.  生まれてから作家になるまでの道のり（貯蓄期） 
 
1.1.1. ロンドンの誕生 
 ロンドンの誕生はとても不幸だったと言える。ロンドンの元の名前は“John Griffith 

























































































































































  1907 年 4 月 13 日、ロンドンが 31 歳の時スナーク号でチャーミアンと共にホノルルへ
向かった 9 ）。総計 3 万ドルを投じたスナーク号は未完成で、途中から水漏れがひどくなっ
た。ハワイで船を修理し、乗組員を入れ代えて日本人のヨシマツ・ナカタを雇った。その
























































































4 ) ロンドンの初めての中国人もの短編小説“White and Yellow”と“Yellow Handkerchief”
に書かれていることはこの頃の出来事とみなされる。 
5 ) 後の短編「背信者」にその様子が描かれている。 
6 ) 彼女は『マーティン・イーデン』に登場するルースの原型と見られる。 
7 ) 『マーティン・イーデン』はロンドンのこの時期のことをリアルに描いた。 
8 ) 1904年の中国はまだ清王朝の統治の下にあって、封建社会である。 


















         第 2章 ロンドンの中国人もの作品執筆の背景について 
































“White and Yellow”―The Youth’s Companion.Vol. 79 Pages 73-74. (February 16, 1905). 
Tales of the Fish Patrol (P.5) 
“Yellow Handkerchief”―The Youth’s Companion. Vol. 79 Pages 225-226. (May 11, 
1905).  Tales of the Fish Patrol (P.6) 
“The Chinago”―Harper’s Monthly Magazine. Vol. 13 Pages 225-240. (July 1909). 
When God Laughs and Other Stories (P.8) 
“Chun Ah Chun”―Woman’s Magazine (St. Louis). Vol. 21 Pages 5-6, 38-40. (March 
1910). The House of Pride and Other Stories of Hawaii (P.8) 
“The Unparalleled Invasion”―McClure’s Magazine. Vol. 35 Pages 308-315. (July 1910). 
The Strength of the Strong (P.9) 
 “The Tears of Ah Kim”―Cosmopolitan Vol. 65. Pages32-37, 136-138. (July 1918). On 




“The Yellow Peril”San Francisco Examiner, September 25, 1904. (Collected in 
Revolution & Other Essays by Jack London) (Russ Kingman 1979:18) 






2.1. “White and Yellow” と“Yellow Handkerchief” 
 
 “White and Yellow”と“Yellow Handkerchief”はロンドンにとって初めて中国人が重
































理として湾や川で手入れを行ったり」という文がある。そして、“White and Yellow”には 
 
my sloop, the Reindeer, was chartered by the Fish Commission, and I became for the 
15 
 








 そして、“White and Yellow”の中には主人公の“私”と“黄色いハンカチ”の次のような会
話がある： 
 
“Now keep your distance” I commanded, “and don’t you come closer.” 
“Wha’ fo’” he demanded indignantly ,“I t’ink um talkee talkee heap good.”“ Talkee 
talkee, ”I answered bitterly, for I knew now that he had understood all that passed 
between George and me“ What for talkee talkee? You no sabbe talkee talkee.”He 
grinned in a sickly fashion,“Yep, I sabbe velly much. I honest Chinaman.”“All right.” I 
answered “You sabbe talkee talkee, then you bail water plenty plenty. After that we 



















2.2. “The Yellow Peril”と“If Japan Wakens China”及び“The Unparalleled Invasion” 
 
2.2.1. “The Yellow Peril” 
 ロンドンがアジア人特に中国人への人種偏見を持っていると言われる時、まず、挙げられ
るのが“The Yellow Peril”の執筆である。“The Yellow Peril”についてはテーマだけ見ても
人種偏見の雰囲気が充満しているだろう。この印象的な作品を書いた背景を調べる必要が
あると思う。 
 “The Yellow Peril”は、1904年ロンドンが日露戦争における日本軍の従軍記者として、
日本軍と共に鴨緑江を渡って、中国の旧満州に入って、1ヶ月ぐらいの滞在した最後の 6月
に書いたエッセーである。“ The Yellow Peril ”の最後に Feng-Wang-Cheng, 
MANCHURIA5 )と書いているので、“鳳凰城、満州”と翻訳できる。即ち、旧満州の鳳凰城、








 ロンドンが日本軍の従軍記者として、戦争の記事だけでなく、中国人脅威論の“The Yellow 
Peril”をも書いた理由は、1904年 5月 22日に書かれたチャーミアンへの手紙の中にある。 
  
I am liberty to ride in to headquarters at Feng-Wang-Cheng, less than a mile away, And 
I am at liberty to ride about in a circle around the city of a radius little more than a mile. 
Never were correspondents treated in any war as they have been in this, It’s absurd 




















In the past I have preached the Economic Yellow Peril; henceforth I shall preach the 




えば、“The Yellow Peril”を書く前に執筆した中国人もの小説は Tales of the Fish Patrol













いないその時のロンドンは、Yellow Perilしか感じていないので、“The Yellow Peril”しか
書けなかったと考えられる。 
 
2.2.2. “If Japan Wakens China” 
 “The Yellow Peril”を書いた 5年後にロンドンは“If Japan Wakens China”を書き上




文“We shall not have to wait for our children’s time nor our children’s children. We shall 
ourselves see and largely determine the adventure of the Yellow and the Brown.”7 )があ
る。口調が強いと感じられ、従って偏見も強く感じられる。しかし、“If Japan Wakens China”
の表現は別のものになった。例えば、“Surprise is very well, but there is not going to be 
any Yellow peril or Japanese peril?” 8 )という表現がある。比べてみると、口振りが柔ら
かくなって、従って偏見もより弱く感じられるだろう。なお、2年余りの旅で書かれた中国
人もの小説“The Chinago”と“Chun Ah Chun”も、1905年に出版された中国人もの短
編小説“White and Yellow”と“Yellow Handkerchief”よりは偏見が弱くなったと感じら
れる。 
 このことには、ハワイとタヒチで見た、聞いた、そして接触したアジア人の印象が深く
関係していると思う。“If Japan Wakens China”の初めのところに書かれているように、








2.2.3. “The Unparalleled Invasion” 
 ロンドンが書いた“The Unparalleled Invasion”は、“The Yellow Peril”と並び中国及
び中国人への人種差別がもっともひどい小説と考える。これは、アメリカの根本にある The 
Declaration of Independenceの内容の重要な一部「That all men are created equal, that 
they are endowed by their Creator with certain unalienable Rights, that among there 










も、ロンドンが 1906年に書いて、1907年に発表した名作 Before Adamがあって、他にも
1912年の The Scarlet Plagueがある。 
二つ目の特別な所は、具体的な主人公がいないことである。ロンドンの名作 The Call of 
the WildやMartin Eden、そして、中国人もの短編小説“Chun Ah Chun”や“The Chinago”、
または、同じファンタジー小説 Before Adam や The Scarlet Plagueにもそれぞれ主人公
がいる。しかし、“The Unparalleled Invasion”にだけは主人公が一人も出て来ていない。
話は、国の間、あるいは、民族や人種の間の矛盾と戦争だけである。 
三つ目の特別なところは、エッセーの“The Yellow Peril”と“If Japan Wakens China”
また、“The Human Drift”とのつがなりが深いことである。そして、The Scarlet Plague
の類似点も見える。ストーリーの先頭部分は“The Yellow Peril”の考えをほぼそのまま使










いと思う。これが、筆者が“The Yellow Peril”と“If Japan Wakens China”及び“The 
Unparalleled Invasion”を一緒に一節でまとめた理由である。 





の作品が出版されたのは 1910年の 7月である。“The Unparalleled Invasion”を発表する
前に“The Chinago”と“Chun Ah Chun”が既に 1909年 7月と 1910年 3月に出版され
ている。ところで、“The Unparalleled Invasion”は“The Chinago”と“Chun Ah Chun”
の後の作品と今まで認識されて来た。しかし、“The Chinago”と“Chun Ah Chun”の内
容については、ロンドンが中国人への認識がだんだん高まって、偏見が少なくなっている
傾向にあると読める。“The Unparalleled Invasion”がその直後に書かれたとすれば、ロン
ドンの考えの流れと矛盾しているだろう。調べてみると、Russ Kingman の JACK 
LONDON A DEFINITIVE CHRONOLOGY はこう記録している： 
 
1906 Mar 11   Starts “The Unparalleled Invasion”. 
1907 Mar 7  Starts “The Unparalleled Invasion”. 
1908 Apr 12   Charmain is typing “The Chinago”. 
1908 May 29   Charmain finished typing “Chun Ah Chun” 
（Russ Kingman 1992 :63,74,88,90） 
 

















 ロンドンは 1907 年 2 月 27 日に“南海の楽園”と呼ばれているタヒチ島に辿り着いた。そ
して、パペーテ（Papeeta）からライアテア島（Raiatea）及びターハーアー(Taha’a)を経
てレヴァヴァウ（Raivavae）に至った。そして、1908 年 4月 15日に、スナーク号の乗組



























2.4. “Chun Ah Chun” 
 
 スナーク号での世界旅行の時、最初に着いたところはハワイだった。5 月 20 日、ハワイ
に着いて、10月14日、タヒチに向かって出発し、約5ヶ月間ハワイにいた。“Chun Ah Chun”
はロンドンがハワイを去った後に書いた短編小説であり、後に、Tales Of Hawaiiに収まっ
た。従来、“Chun Ah Chun”の主人公 Chun Ah Chunは実在した人物だとする考えがある。
その実在した人物とは、アメリカ及び当時のハワイ王国にいた中国人移民の中で初の百万
長者でありながら、当時のハワイ砂糖王のような存在でもあった、「陳芳」のことだった。
「陳芳」の英語の名前は Chun Afongである。中国とアメリカでは、常に Chun Ah Chun
は「陳芳」（Chun Afong）10 )であることと認識されているが、さらに詳しく調査して比較
したい。 
  “Chun Ah Chun”は小説であるので、ロンドンが自分なりの考えと表現したいことを
書くのは当然なことでありながら、主人公「Chun Ah Chun」には実在した「陳芳」（Chun 
Afong）といくつもの共通点が見える。まず、このストーリーの一番重要な部分が一致して




Emmeline Marie Afongはアメリカの官軍司令官 J. A. Magoonと結婚した。そして、「陳芳」






時の清王朝）の駐ハワイ初代領事の職務をやめ、中国の故郷に戻った（ロンドンの Chun Ah 
Chunはマカオに戻った）点も共通しており、途中、マカオに行った時、同じようなホテル
の買い取り事件もあった。このように多数の一致点があるので“Chun Ah Chun”の主人公
「Chun Ah Chun」は実在した「陳芳」（Chun Afong）をモデルにしていることは間違いな
いと言えるだろう。 
  The Tools of My Tradeの中にロンドンが“Aloha!” A Hawaiian Salutationという本を読
んだと書いている。この本を紹介するマージネーリアの部分にはこう書いてある。 
 
The Austrian Consul to Hawaii, Mr. Afong, and a rich description of a tropical forest 
were the subjects of interest to London. His notes include: “12-Ah Fong. 
86-87-description of ferns & Hilo forest.” Ah Fong became Ah Chun in London’s “Chun 
Ah Chun.” (David Mike Hamilton 1986:86) 
 
この本を読んだロンドンが「陳芳」（Chun Afong）に大変な興味を持ったことが紹介された
のだ。遂に、その本の編集者 David Mike Hamiltonは「陳芳」がロンドンの“Chun Ah Chun”




Clipping from San Francisco Chronicle, 26 August 1916. London wrote at top of 
clipping:“ Stick into House of Pride my shelf copy, at beginning or end of story entitled 
‘Chun Ah Chun.’”: “Death of Judge Humphreys Remove Island Legal Light. It Also 
Marks Passing Within Month of Second Son-in-Law of Chun Afong, Wealthy Chinese. 
Honolulu(H.T.), August 25. … The death here of Judge A. S. Humphreys, one of the 
most prominent remembers of the Hawaiian bar, marks the passing of the second 
within a month of the sons-in-law of the late Chun Afong, wealthy Chinese, twelve of 











2.5. “The Tears of Ah Kim” 
 
  “The Tears of Ah Kim”では 1918年に出版され、On the Makaloa Matに収まった。
唯一のロンドンの死後出版の中国人もの作品であり、最後の中国人もの作品でもある。ロ
ンドンはスナーク号の旅で三つの中国人もの作品を書いた後、約 6 年の間中国人もの作品
を書かなかった。死ぬ 3ヶ月前にこの最後の中国人もの小説を作り上げたのだ。彼が Edgar 
G. Sisson に送った一通の手紙がある。1916 年６月１２日にロンドンがハワイのホノルル
で療養中、Edgar G. Sissonに手紙を送ったのだ。その冒頭の部分はこうなっている。 
 
Please find enclosed “On the Malaloa Mat.” This is true and genuine and correct and 
right of the old Hawaiian life, brought up to the present tick of the clock of Hawaiian life. 
Please let me know that you have received this manuscript. I am just starting a light 
humorous Honolulu story to be entitled “The Tears of Ah Kim.” (Jack London 
1988:1553) 
 
ロンドン自身が“The Tears of Ah Kim”については、現実、真実であり、そして、ハワイ
人の生活として適切だと書いている。ロンドン自身の証言は、“Ah Kim”が現実に存在し
たかどうかは調べられないが、当時ハワイに Ah Kim のような中国人商人が少なくなかっ
たことは間違いない。 
 The Tools of My Trade によるとロンドンの蔵書の中に The Paradise of the Pacific: 
Sketches of Hawaiian Scenery and Lifeがあった。この本マージネーリアの部分はこうい
うような紹介している。 
 
This book served as yet another source for London’s unwritten Hawaiian trilogy. He 
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marked passages describing Honolulu’s Chinatown … 136-good Pace story of Chinese 
always beaten by his mother for the first time crying. 138-Chinese worship. （David 
Mike Hamilton 1986:143） 
 
 この部分を見ると、かつてロンドンが The Paradise of the Pacific: Sketches of Hawaiian 




There is an old story, whether true or not I know not, of a Chinaman who used to be 
beaten by his mother till she was over ninety years old. He was over sixty, and yet every 
now and then the old dame would give her somewhat mature offspring a good ‘licking’ 
with a stick. But one day he cried, and as it was the first time his mother ever 
remembered him to have cried, she stopped using the stick and asked him the reason. 
He replied, very pathetically, I think, that he cried because he saw she had no longer 
strength enough to hurt him … (Herbert Henry Gowen 1892:136-137) 
 
ロンドンの小説“The Tears of Ah Kim”よりはとても短いストーリーであるが、その内容
は“The Tears of Ah Kim”の中心内容とほぼ同じと見なされる。同じく中国人の中年男がよ
く母親から打たれていたが、男は泣いたことがないということや、初めて泣いた原因も同
じで母親の力がなくなったと感じたからだということなど、ロンドンがこの短いストーリ





や中国に関わるものは他にもある。例えば、“The Human Drift”（1910）、“A Goboto Night”






1 ) Russ Kingman, A Collector’s Guide to Jack London First-Appearances Jack London 
Research Center California. （私家版） 
2 ) Russ Kingman 1979, A Pictorial Life of Jack London P.36. 
3 ) Sam S. Baskett, “Jack London on the Oakland Waterfront”, American Literature, 27 
(1955-1956), P.363-371. 
4 ) 1903年 3月 9日「ユース・コンパニオン」の編集者あて。 
5 ) Jack London 1989, The Works of Jack London P.289. 
6 ) Jack London 1989, The Works of Jack London P.281-282. 
7 ) Jack London 1989, The Works of Jack London P.289. 
8 ) Jack London 1970, Jack London Reports P.360. 
9)Welcome-tahiti.com.(Chinese–Tahitians:TheFirst Naturalized immigrants 1865-1973) 
10 ) 「陳芳」のアメリカ名は（Chun Afong）となっている。 



















第 3章 ジャック・ロンドンの創作初期の中国人観について 
 
 “White and Yellow”と“Yellow Handkerchief”は、彼の全ての著作の中で、初めて中
国人を中心人物の一人として書いた小説と認識される。日露戦争の後 1905年にこの二つの
短編小説は正式に出版された。しかし、“Yellow Handkerchief”の執筆の記録は更に 1903
年まで遡れる。JACK LONDON A DEFINITIVE CHRONOLOGYの中に“1903、Feb 20 






















る、白人は正義であって、中国人は邪悪である。1904 年 5 月 22 日、チャーミアンへの手











例えば、2004年の番組でアメリカの NBAのチーム Golden State Warriors の監督 Steve 
Kerr が有名な中国人選手姚明に“Chinaman”と言ったが、これは大変な人種偏見の意味
を含む言葉なので、Steve Kerrは姚明に謝ることを要求された。それ以外にも“Oriental”
（P.16）、“the swart Mongols”（P.18）、“savage crew”（P.20）、“yellow-face heathen”(P.217)、










“yellow-face heathen”、“a yellow barbarian”は、更に中国人或いは黄色人種に対する人
種偏見を表す露骨な表現であろう。 
 “White and Yellow”の中で「私」と Yellow Handkerchiefの間に二回会話がなされた。
それは、 
 





 “Now keep your distance” I commanded, “and don’t you come closer.”“Wha’ fo’” he 
demanded indignantly ,“I t’ink um talkee talkee heap good.”“ Talkee talkee, ”I answered 
bitterly, for I knew now that he had understood all that passed between George and me 
“What for talkee talkee? You no sabbe talkee talkee.”He grinned in a sickly fashion,“Yep, 
I sabbe velly much. I honest Chinaman.” “All right.” I answered “You sabbe talkee 





る。また、主人公 Yellow Handkerchiefの外観描写も次のように二箇所ある。 
 
This was met by a curdling yell of rage. A big Chinaman, remarkably evil-looking, with 
his head swathed in a yellow silk handkerchief and face badly pock-marked.」（P.19） 
「Leading them came a big, muscular man, conspicuous for his pock-marked face and 
the yellow silk handkerchief swathed about his head. It was Yellow Handkerchief, the 

















 “Chinaman”については、主人公の「私」と Yellow Handkerchiefの会話の中で Yellow 
Handkerchiefが自ら“I honest Chinaman”と言い放った、自分の仲間については“No can 
do. Velly bad Chinamen, heap velly bad. I t’ink-um－”と言った 4 )。Yellow Handkerchief
が自分自身と仲間に偏見を持っているとは思わないが、よく“Chinaman”と呼ばれてきた
ので覚えたのだろう。“Chinaman”を調べて見るとこの表現を含む本や文章の名前はいく
つも出てくる。例えば、Jew and Chinaman、Real Chinaman等々である。これらの本の
出版の時期はほとんどロンドンが生きていた時期と重なる。そして、あまり中国人に対す





“the swart Mongols”、“savage crew”、“yellow-face heathen”、“a yellow barbarian”、
こう言った表現は、白人のアジア人に対する文化や道徳への無理解が原因だと思われる。
ロンドンと同じ時代の新渡戸稲造は日本の宗教について、ベルギーの友人M. de Laveleye








般の白人はもっと理解できないだろう。しかし、ロンドンの著作“The Yellow Peril”と“If 
Japan Wakens China”の中に次のような表現がある。“The Yellow Peril”では 
 
 “What do you think of the Japanese?” was asked an American woman after she had 
lived some time in Japan. “It seems to me that they have no soul.” Was her answer. This 
must not be taken to mean that the Japanese is without soul. But it serves to illustrate 
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the enormous difference between their souls and this woman’s soul. There was no feel, 
no speech, no recognition. (Jack London 1989:286) 
 
また、“If Japan Wakens China”には 
 
An American lady of my acquaintance, after residing for months in Japan, in response 
to a query as to how she liked the Japanese, said: “They have no souls.” In this she was 
wrong. The Japanese are just as much possessed of souls as she and the rest of her race. 






































  まず、ロンドンは中国人が臆病者だと考えていた。“White and Yellow”では中国人をこ
のように書いた。 
 
He of the yellow handkerchief and pockmarked face came toward me threateningly, but 
I put my hand into my hip pocket, and he hesitated. I was unarmed, but the Chinese 






the sail bellied out, and the Reindeer heeled over – over, and over, till the lee-rail went 
under, the deck went under, the cabin windows went under, and the bay began to pour 
in over the cockpit rail … While I pressed her under and debated whether I should give 
up or not, the Chinese cried for mercy … The spirit of the Chinese was broken, and so 
docile did they become that ere we made San Rafael they were out with the tow-rope, 
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Yellow Handkerchief at the head of the line. (Jack London 1905:36-37) 
 
船の水漏れがひどくなると泣きながら「私」に寛大に許してくれるよう願った。中国人の






I felt some one brush against my hip pocket. I made no sign, but out of the corner of my 
eye I saw that the Yellow Handkerchief had discovered the emptiness of the pocket 
which had hitherto overawed him. (Jack London 1905:23) 
 







  また、 ロンドンの心の中では中国人は醜い悪魔のような存在でもあった。特に、Yellow 
Handkerchief の外観を描く時に、醜い悪魔のように描いたし。“This made him more 
evil-looking than ever,…” 6 ）という文もあったので。ロンドンの印象の中では中国人の顔
も性格も悪魔のようになっていたように思われる。ロンドンは、自伝的小説 John 
Barleycorn の中に次のように同様の中国人像を書き残している。ロンドンが 7 歳の時のこ
とである。 
 
in San Francisco’s Chinatown. In my delirium I wandered deep beneath the ground 
through a thousand of these dens, and behind locked doors of iron I suffered and died a 
thousand deaths.… as I cursed my father sitting there underground and gambling with 
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Swim in Teddo Bay”には、バーでの会話の中に 
 
Yes, a might nice set of people are them japs, for all their being half civilized, … An 
enterprising people, they are. … They’re always longing to be, as they call it, 
Europeanized or Americanized. They’re only too quick to discard their old habits and 
way of doing things for the newer and more improved customs and methods of ours. 




































1 ) Russ Kingman 1992, Jack London a Definitive Chronology, P.42 
2 ) Jack London 1988, The letters of Jack London−Volume One: 1896-1905 ,P.430 
3 ) Jack London 1905, Tales of the Fish Patrol 
4 ) Jack London 1905, Tales of the Fish Patrol, P.30 
5 ) Jack London 1905, Tales of the Fish Patrol, P.220- 239 








































































































































がわかる。特に最初の中国人作品 Tales of the Fish Patrol 中の二つの短編“White and 
Yellow”と“Yellow Handkerchief”には中国人労働者に対する“The swart Mongols”、
“Yellow face heathen”、“A yellow barbarian”、と言った呼び方が出てくる。しかし、こ
れらの小説の中の中国人についての描写は次の通りである。 
 
“This was met by a curding yell of rage. A big Chinaman, remarkably evil-looking, with 
his head swathed in a yellow silk handkerchief and face badly pock-marked.”（Jack 
London 1976：19） 
 
“Leading them came a big, muscular man, conspicuous for his pock-marked face and the 









































































































ロンドンが“The Yellow Peril”の中に一体どんなことを書いたのか。Alex KershawはJACK 
LONDON A LIFEの中にまとめた。   
 
‘The Yellow Peril’ , Jack warned that the ‘yellow’ Chinese and the ‘brown’ Japanese 
might one day join forces. ‘The menace to the western world,’ he wrote, ‘lies, not in the 
little brown man, but in the four hundred millions of yellow men should little brown 
man undertake their management.’(Alex Kershaw 1997:143) 
 
Alex が纏めているように、中国人と日本人は同じ黄色人種なのにロンドンは二つの国を分
けて考えている。つまり、中国は‘黄禍’ （Yellow Peril）、日本は‘茶禍’(Brown Peril)である。
白人種の脅威は当時ロシアを倒した小さい‘茶禍’ではなく，四億人の人口を持つ‘黄禍’の中国
である。だからいつか日本が中国を目覚めさせたらどうなるだろうと考えていただろう。 
 ロンドンは、1904 年 1 月 23 日に日本に到着してから同年の 6 月 4 日ごろに帰国するま
での 5 ヶ月余りの間に、日本と朝鮮と中国で取材をした。横浜に着いてから立ち去るまで







4.4.1. “The Yellow Peril”の中の朝鮮人 
まず朝鮮人については“The Yellow Peril”の中にこう書かれている。 
 
They have splendid vigor and fine bodies, but they are accustomed to being beaten and 
robbed without protest or resistance by every chance foreigner who enters their country.  

















The Korean is the perfect type of inefficiency-of utter worthlessness. The Chinese is the 
perfect type of industry. For sheer work no worker in the world can compare with him. 
Work is the breath of his nostrils. It is his solution of existence. It is to him what 
wandering and fighting in far lands and spiritual adventure have been to other peoples 
… The Chinese is no coward … Here we have the Chinese, four hundred millions of him, 
occupying a vast land of immense natural resources-resources of a twentieth century 
age, of a machine age; resources of coal and iron, which are the backbone of commercial 
civilization. He is an indefatigable worker. He is not dead to new ideas, new methods, 
new systems. Under a capable management he can be made to do anything. Truly would 
he of himself constitute the much-heralded Yellow Peril were it not for his government, 

































































4.4.3. “The Yellow Peril”の中の日本人 
 ロンドンは日本軍の従軍記者として日露戦争を取材していたので、多くの時間を日本軍
と一緒に過ごしていた。“If Japan Wakens China”の中でロンドンは、長年日本に住み日
本人の妻をもらって日本の国籍までとった Lafcadio Hearn より自分の方が日本のことに





From the West he has borrowed all our material achievement and passed our ethical 
achievement by. Our engines of production and destruction he has made his. ~ A 
marvelous imitator truly, but imitating us only in things material. Things spiritual 
cannot be imitated, they must be felt and lived, woven into the very fabric of life, and 
here the Japanese fails.  
—中略— 
This must not be taken to mean that the Japanese is without soul. But it serves to 
illustrate the enormous difference between their souls and this woman’s soul. There was 
no feel, no speech, no recognition. This Western soul did not dream that the Eastern 
soul existed, it was so different, so totally different. 
—中略— 
Religion, as a battle for the right in our sense of right, as a yearning and a strife for 
spiritual good and purity, is unknown to Japanese. Measured by what religion means to 
us, the Japanese is a race without religion. Yet it has a religion, and who shall say that 
it is not as great a religion as ours, nor as efficacious?」 
—中略— 
The religion of Japan is practically a worship of the State itself. Patriotism is the 
expression of this worship. The Japanese mind does not split hairs as to whether the 
Emperor is Heaven incarnate or the State incarnate. So far as the Japanese are 
concerned, the Emperor is Heaven lives, is himself deity. The Emperor is the object to 
live for and to die for. The Japanese is not an individualist. He has developed national 











































 二つ目は、まず、“The Yellow Peril”の中のこの文章を読んで見よう。 
 
Back of our own great race adventure, back of our robberies by sea and land, our lusts 
and violences and all the evil things we have done, there is a certain integrity, a 
sternness of conscience, a melancholy responsibility of life, a sympathy and 
comradeship and warm human feel, which is ours, indubitably ours, and which we 
cannot teach logarithms or the trajectory of projectiles. ~ The colossal fact of our history 
is that we have made the religion of Jesus Christ our religion. No matter how dark in 
error and deed, ours has been a history of spiritual struggle and endeavor. We are 
preeminently a religious race, which is another way of saying that we are a 














はならない。Jack London Reportsの中に次の文章が見られる： 
 
“And there were white men in there … many white men. I caught myself gasping. A 
choking sensation was in my throat. There men were my kind. I found myself suddenly 
and sharply aware that I was an alien … And I felt myself strangely … felt that my 
place was there inside with them in their captivity, rather than outside in freedom 
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  現実ではロンドンが言ったような黄禍論（中国脅威論）は存在しなかった。存在したこ
とがないのだ。中国の名物である万里の長城は防衛的な目的のために築かれたものである。












（森鴎外 1902 P2） 
 
森鴎外が言っているような黄禍論は白人優位主義である。しかし、ロンドンの人種偏見は













たということだ。従って、“The Tears of Ah Kim”にはあまり偏見などは出て来ていない。 
 





中国と日本に興味を持って研究し続けた。そして、その後の“The Tears of Ah Kim”や
“Cherry”など偏見があまりない作品が書けたと考える。この進歩がないと、ロンドンは























































6 ）第二次アヘン戦争の追加協定である、全八条のうち第 5 条には、アメリカにいる中国
人に商業または永住の権利があることが示されていた。 








11 ）この記事のテーマは “I’D SIDE WITH RICH CHINA OVER FICKLE US: 





















Comes now the Japanese. On the streets of Antung, of Feng-Wang-Chang, or of any 
other Manchurian city, the following is a paper lantern resting on the ground. On one 
side squats a Chinese civilian on his hams, on the other side squats a Japanese soldier. 
One dips his forefinger in the dust and writes strange, monstrous characters. The other 
nods understanding, sweeps the dust slate similar characters. They are talking. They 
cannot one borrowed the other’s written language, and long before that, untold 



















けて言う事がある。特に、同じ黄色人種の中国人と日本人は Yellow Peril と Brown Peril
だと分類した。具体的には次のように言っている。 
 
There have been changes, differentiations brought about by diverse conditions and 
infusions of other blood; but down at the bottom of their being, twisted into the fibres of 
them, is a heritage in common – a sameness in kind which time has not obliterated. The 
infusion of other blood, Malay, perhaps, has made the Japanese a race of mastery and 
power, a fighting race though all its history, a race which has always despised commerce 


















えである There have been changes, differentiations brought about by diverse conditions 
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ドンもこの特性に気付いている。“The Yellow Peril”の中ではこう書かれている。 
 
The Japanese is not an individualist. He has developed national consciousness 
interested of moral consciousness. He is not interested in his own moral welfare except 
in so far as it is the welfare of the State. The honor of the State, which is his honor. He 
does not look upon himself as a free agent, working out his own personal salvation. 
Spiritual agonizing is unknown to him … He relates himself to the State as, amongst 
bees, the worker is related to the hive; himself nothing, the State everything; his 

















































































































So far as the business man is concerned he has grasped far more clearly the Western 
code of business, the Western ethics of business, than has the Japanese. He has learned, 
as a matter of course, to keep his word or his bond. As yet, the Japanese business man 
has failed to understand this. When he has signed a time contract and when changing 
conditions cause him to lose by it, the Japanese merchant cannot understand why he 
should live up to his contract. It is beyond his comprehension and repulsive to his 
common sense that he should live up to his contract and thereby lose money. He firmly 






















































































From the West he (Japanese) has borrowed all our material achievement and passed 
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our ethical achievement by. Our engines of production and destruction he has made his. 
What was once solely ours he now duplicates, rivalling our merchants in the commerce 
of the East, thrashing the Russian on sea and land. A marvelous imitator truly, but 































ている Lafcadio Hearn とロンドンとの間に類似的な表現もある。“If Japan Awakens 
China”の中にこのような文がある。 
 
Our machinery of warfare, of commerce, and of industry, she has made hers. (Jack 
London 1970:361) 
 
一方、Lafcadio Hearnの KWAIDAN中の前言の部分にがこう書いてある。 
 
・・・the very remarkable Dream of Akinosuke, for example, is certainly from a Chinese 
source. But the Japanese story-teller, in every case, has so recolored and reshaped his 

































 The tenets of Shintoism cover the two predominating features of the emotional life of 
our race. －Patriotism and Loyalty.（神道の教義は、日本人の感情のあり方を規定する二
つの様相、すなわち愛国心と忠誠心を説いている。）（新渡戸稲造 2017:42-43） 
 
ロンドンの“The Yellow Peril”の中にも次のような類似している言葉がある。 
 
 The religion of Japan is practically a worship of the State itself. Patriotism is the 
expression of this worship. 〜The most admired quality to-day of Japanese is his 
patriotism. The Western world is in rhapsodies over it, unwittingly measuring the 













































































































































2 ) Jack London(ラス・キングマン、辻井栄滋)（編）（1989）The Works of Jack London, p279 
3 ) 十七条憲法の中の「第一曰く」の内容である。 
4 ) 『日本国語大辞典 第二版』 第十二巻 にある。 
5 ) 彼の日記に「なりたいものになれない」という言葉が残されている。 
6 ) 中国語では「仁，人心也；义，人路也‘舍其路而弗由，放其心而不知求，哀哉！人有鸡
犬放则求之，有心放而不知求」となる。 




















































ジャック・ロンドンの“The Chinago””が初めて雑誌に載ったのは 1909年 6月で、雑誌
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 ロンドンは 1907 年 2 月 27 日に“南海の楽園”と呼ばれているタヒチ島に辿り着いた。そ
して、パペーテ（Papeeta）からライアテア島（Raiatea）及びターハーアー(Taha’a)を経
てレヴァヴァウ（Raivavae）に至った。２）そして、1908年 4月 15日に、スナーク号の乗
組員はレヴァヴァウ（Raivavae）を後にした。そして、1908 年 4 月 24 日より前に“The 
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Chinago”を脱稿した。つまり、これはタヒチから出た直後に書いた小説ということになる。    
このタヒチは中国人と深く関わっている。ロンドンが“The Chinago”を書き始める約 40
年前の 1865年 3月に 337人の中国人労働者がタヒチに辿り着いており、彼らは白人の農園






その中の一人[Chim Soo Kung沈秀纯]4 ）は仲間を救うためにすべての罪をかぶり、自分を














6.3.  ロンドンの中国人に対する差別意識の変化 
 
6.3.1. 中国人についての描写上の変化 
 1902 年のロンドンと 1908 年のロンドンと比べると、中国人に対する認識にどんな変化




化が読みとれる。“White and Yellow”と“Yellow Handkerchief”における中国人の主人
公についての描写は、次のようである。 
 
This was met by a curding yell of rage. A big Chinaman, remarkably evil-looking, with 





Leading them came a big, muscular man, conspicuous for his pock-marked face and the 
yellow silk handkerchief swathed about his head. 
（彼らのリーダーは体が大きい、筋肉が強い男性だ。目立つのは顔にあばたのある人、そ






































小説“White and Yellow”と“Yellow Handkerchief”の中に具体的な中国人の名前は一つ



































年に“White and Yellow”や“Yellow Handkerchief”を書いた時より大分深まっているこ
とがわかる、従って、中国人への偏見が弱くなっていることも判断できる。 
 







































Is it any wonder that the sweet-smelling season of the cherry blossom should call forth 
the whole nation from their little habitations? Blame them not, if for a time their limbs 
forget their toil and moil and their hearts their pangs and sorrows. Their brief pleasure 


















































































では「陰騭録」、アメリカでは YIN CHIN WEN/THE TRACT OF QUIET WAY WITH 
EXTRACTS FROM THE CHINESE COMMENTAR であり、略称は“The Tract of the 
Quiet Way”だ。TEITARO SUZUKI11 ）と PAUL CARUSが英語に翻訳して、1906年に出
版されている。“The Chinago”の中に「陰騭録」のテーマが二回出てきたし、「陰騭録」の



















































は確認できるものだけで何冊かあり、例えば Giles・Herbert Allenの A History of Chinese 
Literature、Krausse・Alexis Sidneyの The Far East: Its History and Its Question など
がある。ロンドンが中国に興味があること、そして、もっと中国を理解したいに従って、
中国人脅威論も変わりつつあることが分かる。  
                   


















































































































































































































































1 ） ロンドンが行った中国の現在の地名では丹东，凤城，九连城だ。 
2 ） ここはラス・キングマンの『Jack London』を引用しているが、地名だけは Google map
が表示される名前である。 




4 ） 阿仇に当たる現存した人の名前当地の名前と中国の本名。 















10 ） 時の清政府封建統治下の中国人のことである。 











“Chun Ah Chun”はその中の一つである。この小説は The House of pride & Other Tales 
of Hawaiiの中に納まっている。ところで、主人公の Chun Ah Chunは実在したのである。
本当の名前は「陳芳」と言い、英語名は Chun Afongであって、中国で生まれ育ち、ハワイ
で事業を切り拓いた。第 1章において Chun Ah Chun と Chun Afongをモデルにしている
ことについて詳しく紹介したので、ここでは詳しく論じないが、以上のことだけを確認し
ておきたい。 
 今まで分析して来たロンドンの中国人もの小説の主人公では、“White and Yellow”と
“Yellow Handkerchief”における Yellow Handkerchiefとその仲間や、“The Chinago”

























 この小説は Chun Ah Chun の外観描写から始まっている。この外観によって、どんな中
国人像が見えてくるだろう。まず、ロンドンが描いた Ah Chunの外観を分析したい。 
 
There was nothing striking in the appearance of Chun Ah Chun. He was rather 
undersized, as Chinese go, and the Chinese narrow shoulders and sparseness of flesh 
were his……Ah Chun had shrewd little eyes, black and beady and so very little that 
they were like gimlet holes. But they were wide apart, and they sheltered under a 
forehead that was patently the forehead of a thinker. (Jack London 1984:151-152) 
 


















And, finally, Ah Chun was a paragon and an honest business man. Despite the fact that 
business morality was higher than on the mainland, Ah Chun outshone the business 













It was a saying that his word was as good as his bond. His signature was never needed 
to bind him. He never broke his word. Twenty years after Hotchkiss, of Hotchkiss, 
Morterson Company, died, they found among mislaid papers a memorandum of a loan of 
thirty thousand dollars to Ah Chun … There was no note, no legal claim against him, 
but he settled in full with the Hotchkiss’ Estate, voluntarily paying a compound interest 
that dwarfed the principal. Likewise, when he verbally guaranteed the disastrous 
Kakiku Ditch Scheme, at a time when the least sanguine did not dream a guarantee 
necessary － “Signed his check for two hundred thousand without a quiver, gentlemen, 
without a quiver,” was the report of the secretary of the defunct enterprise, who had 





























Ah Chun was observant. He perceived little details that not one man in a thousand ever 
noticed. Three years he works in the field, at the end of which time he knew more about 
cane-growing than the overseers or even the superintendent, while the superintendent 
would have been astounded at the knowledge the weazened little coolie possessed of the 
reduction processes in the mill.  
－中略－ 
Ah Chun hired out as cook. He was a good cook, and in three years he was the 
highest-paid chef in Honolulu. … There were boom times in Hawaii. Sugar was being 
extensively planted, and labor was needed. Ah Chun saw the chance, and went into the 
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labor-importing business. He brought thousands of Cantonese coolie into Hawaii, and 
his wealth began to grow. … He did not talk for publication, but he forecast events more 
clearly and farther ahead than did the men who engineered them. In his mind’s eye he 
saw Honolulu a modern, electric-lighted city at a time when it straggled, unkempt and 






















7.2. ロンドンが描いた主人公 Chun Ah Chunの家庭問題の真意 
 
 Chun Ah Chun の家庭問題をまとめるとそれは三つある、つまり、西洋の教育を受けた
子供と中国文化の影響が強い Ah Chunの生活習慣上の差異、Ah Chunの娘たちの結婚問
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Ah Chun had been liberal in the matter of education. “Never mind expense,” … And so 
with his sons and daughters. It had been for them to get the education and never mind 
the expense. Harvard, the eldest-born, had gone to Harvard and Oxford; Albert and 









 西洋教育を受けた Ah Chunの娘たちがハワイに戻って来た後、娘たちは彼の生活に干渉
しようとした。具体的には、ロンドンはこの小説の中で二つの出来事を描いた。一つ目は、
妻と子供たちが次のように勝手に Ah Chunの名前を、A’Chunさらに Achunにまで変えた
3 )。 
 
Of course, his children were not known as the Ah Chun children. Mama Ah Chun had 
spelled it A’Chun, but her wiser offspring had elided the apostrophe and spelled it 










を放任した。二つ目は、子供たちが次のように Ah Chunの服装を変えようとしたことだ。 
 
But when his children arose to the height of a starched shirt, a stiff collar, and a frock 
coat, Ah Chun would have none of it. He preferred the loose-flowing robes of China, and 
neither could they cajole nor bully him into making the change. （Jack London 
1984:166) 
 
しかし、今回は Ah Chunがこのことを拒否した。Ah Chunの日常生活に支障が出たから
だ。遂に、妻と子どもたちは一緒になって、白人社会で度々行われたボイコットを、家の




た。その後、Ah Chunはその多くの召使いとともに家に戻ってきた。それからの Ah Chun
はこれまでと変わらなかったが、妻と子どもたちは何の疑問の声も上げなかった。 






But Ah Chun saw the problem more clearly than they. No one knew as he knew the 







7.2.2. Ah Chunの娘たちの結婚問題 
 Ah Chunの二つ目の家族問題は彼の娘たちの結婚問題である。小説のこの部分は筆者を
一番魅了したところだ。この問題を詳しく論じる前に一つ重要なことを言わなければなら
ない。それは、Ah Chunの子供たちが混血だという問題である。ロンドンは Ah Chunの
子供たちの血筋を詳細に分析し、しかも、それを小説の中に 3回も描いた。 
 
Thus, his children by Mrs. Ah Chun were one thirty-second Polynesian one-sixteenth 
Italian, one-sixteenth Portuguese, one-half Chinese, and eleven thirty-seconds English 










“Our daughters are beautiful women”he said to his wife, one evening“There are many 
young men, The house is always full of young man, My cigar bills are very heavy, Why 
are there no marriages？” … “Ah, they like them well enough”Mama Achun answered; 
“but you see, they cannot forget that you are your daughters’ father.”“The young men 
are more particular.”“There is that Captain Higginson, He seems to like 
Henrietta.”Achun said .“He will never marry her.”retorted Mama Achun “He will be an 
admiral before he dies-”“His family in the United States is a high one. They would not 

















 “What is the greatest thing in the world?” Ah Chun demanded with abrupt irrelevance. 
 Mama Achun pondered for a moment, then replied:“God.” 
 He nodded. “There are gods and gods. Some are paper, some are wood, some are bronze. 
I use a small one in the office for a paper-weight. In the Bishop Museum are many gods 
of coral rock and lavastone.” 
－中略－ 
“What is greater than God, then?” he asked. “I will tell you. It is money. In my time I 
have had dealings with Jews and Christians, Mohammedans and Buddhists, and with 
little black men from the Solomons and New Guinea who carried their god about them, 
wrapped in oiled paper. They possessed various gods, these men, but they all 
worshipped money. There is that Captain Higginson. He seems to like Henrietta.” (Jack 
London 1984: 
 
ここでロンドンは、Ah Chun と妻の会話を使って godとmoneyを比較した。中国人商人
Ah Chunと妻の観点は分かれている。つまり、中国人の考えを代表する Ah Chunの観点
は“the greatest thing is money”であり、一方、白人の考えを代表する妻の観点は“the 
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greatest thing is god”となる。お金の力は神を超えるかどうかについて、Ah Chunは娘た
ちの婚姻問題と結びつけて実践した。つまり、長女 Henrietta と結婚する者に三十万ドル
を提供することにしたのだ。 
 結局、白人のエリートたちは彼らの信仰や血統への固執を忘れてしまった。“His family in 
the United States is a high one. They would not like it if he married…if he did not 
marry an American girl.”という人種偏見を持っていたはずのアメリカの名門出身の
Captain Higginsonは、自分の海軍少将という身分と名門の出であることを忘れ、三十万ド
ルを手に入れるために中国人の血統を半分持っている Ah Chunの娘と結婚した。アメリカ




 ロンドンはより一層その皮肉を描いた。“Ah Chun’s munificence had its effect. His 












 “He will never marry her,” retorted Mama Achun. “He will be an admiral before he 
dies ” 
 “A rear admiral,” Ah Chun interpolated. “Yes, I know. That is the way they retire. 
“His family in the United States is a high one. They would not like it if he married…if 















7.2.3. Ah Chunが望んだ老後生活 
 ハワイで家族と平穏な生活をすることを、もちろん Ah Chunは望んだが、現実では不可
能であった。Ah Chun の身近に次のような一つの不可能な例があった。 
 
But he knew that with his immense fortune peace and repose could not possible be his. 
Already there were signs and omens. He had seen similar troubles before. There was his 
old employer, Dantin, whose children had wrested from him, by due process of law, the 
management of his property, having the Court appoint guardians to administer it for 
him. Ah Chun knew, and knew thoroughly well, that had Dantin been a poor man, it 
would have been found that he could quite rationally manage his own affairs. And old 
Dantin had had only three children and half a million, while he, Chun Ah Chun, had 
















Chun がこのことに気づいて計画を作っていた。Ah Chun の一番大きな願望として、娘た
ちを結婚させた後、いよいよ帰る時が来た。 
 
Ah Chun was now ready to crack the nut of the problem. One fine morning when the 
family was at breakfast－he had seen to it that all his sons-in-law and their wives were 
present－he announced that he was returning to his ancestral soil. (Jack London 
1984:184-185) 
 


























 両者には違う所がいくつかある。まず、ロンドンは小説の最初の所で Ah Chunの出身を
紹介していたが、この点については次のように実在した「陳芳」の出身と大きく食い違う。 
 
Ah Chun did not remember his father, a small farmer in a district not far from Canton; 
nor did remember much of his mother, who had died when he was six. But he did 
remember his respected uncle, Ah Kow, for him had he served as a slave from his sixth 
year to his twenty-fourth. It was then that he escaped by contracting himself as a coolie 
to labor for three years on the sugar plantations of Hawaii for fifty cents a day. (Jack 
London 1984:153) 
 
Chun Afong was born in 1825. His father, Chun Cheong, a farmer, died when Afong was 
fourteen. He had two older brothers and four sisters. When he sailed for Hawaii, he left 
his wife, Lee Hong, to live with his mother, Tsum Yun.  
－中略－ 
With so many people coming and going, it was noticed when anyone took up permanent 
residence in Honolulu, especially when the newcomer wore a queue and dressed in the 
elegant style of a wealthy Chinese merchant. There were only about a hundred Chinese 
in the entire kingdom when Afong arrived. He was in his midtwenties, of average height 
















いて詳しいことを知らなかった可能性があることだ。David Mike Hamiltonの The Tools of 
My Tradeによると 8 ）、ロンドンは“Chun Ah Chun”を書く前に ALO’HA!” A HAWAIIAN 
















But the little old man was not bound for Canton. He knew his own country too well, and 
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the squeeze of the Mandarins, to venture into it with the tidy bulk of wealth that 
remained to him. He went to Macao. (P.186) 
 
Within two months of his son’s death, Afong reorganized his Pepeekeo sugar company 
with a capital stock of $2,125,000, and in October he sold a part interest to a Honolulu 
businessman, Alexander Young. 
－中略－ 
He sailed from Hawaii for the last time on October 17, 1890. Afong boarded his ship off 

























































1 ) 傅満州博士とは、イギリスの作家 Sax Rohmer が彼の小説 The Mystery of Dr. Fu 
Manchu の中で創造した架空の中国人。西欧による支配体制の破壊を目指して陰謀
をめぐらす悪人。 
2 ) 『太陽の子』、『マーティン・イーデン』、『海の狼』等々の主人公たちのことを指す。 
3 ) このような変化の理由は、西洋人の名前に近づくためとみなされる。 
4 ) Jack London 1984, Jack London’s Tales of Hawaii, p181 
5 ) 日本語では“地獄の沙汰も金次第”を意味する。 
6 ) 中国の諺「百善孝為先」がある。日本語では「百の善行があっても、親孝行がその首位
にある」ことだ。 
7 ) Robert Paul Dye “Merchant Prince Chun Afong in Hawai’i, 1849-90” Chinese 
America: History and Perspectives 2010, p23. 
8 ) David Mike Hamilton 1986, The Tools of My Trade Annotated Books in Jack        



















第 8章 “The Yellow Peril”と“If Japan Wakens China”から見る 
ロンドンの中国人観の変化 
 
 最初の章でこの二つのエッセーを簡単に紹介したが、“The Yellow Peril”は 1904年日露
戦争の時中国で書かれたもので、“If Japan Wakens China”は 1909年スナーク号の旅が
終わって、カリフォルニアの農園グレン・エレンに戻ってから書いたエッセーである。二













8.1.1. 仮説的な表現が多い“If Japan Wakens China” 






















To achieve a correct appreciation of Chinese the traveler should first sojourn amongst 
the Koreans for several months, and then, one fine day, cross over the Yalu into 
Manchuria. It would be of exception did he cross over the Yalu on the heels of a hostile 




分自信があったのだろう。しかし、それから 5年の年月が経つと、“If Japan Awakens China”
を書いた。このエッセーの具体的な内容と表現を見ると、ロンドンの自信が揺らいでいる
ことがわかる。 




❶When one man does not understand another man’s mental processes, how can the one 
forecast the other’s future actions? 
❷And as she has surprised us in the past, and only the other day, may she not surprise 
us to-morrow, and in the days that are yet to be? And since she may surprise us in the 
future … that we may calmly say:“Surprise is all very well, but there is not going to be 
any Yellow peril or Japanese peril?” 
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❸And who will date to say that in the Japanese mind is not burning some colossal 
Napoleonic dream? And What if dreams crash? 
❹And what if Japan awakens China–not to our dream, if you please, but to her dream, 
to Japan’s dream? 
❺Here is race-adventure–the first clashing of the Asiatic dream with ours. It is true, it 
is only an economic clash, but economic clashes always precede clashes at arms. And 


















“The head men of Japan are dreaming ambitiously, and the people are dreaming blindly, 
a Napoleonic dream. And to this dream the Japanese clings and will cling with bull-dog 







 最後にロンドンは、“The Yellow Peril”の結論をこう書いた： 
 
Affairs rush to conclusion. The Far East is the point of contact of the adventuring 
Western people as well as of the Asiatic. We shall not have to wait for our children’s time 
nor our children’s children. We shall ourselves see and largely determine the adventure 
of the Yellow and the Brown. (Jack London 1970:289) 
 
その時のロンドンは、白人がこの種の脅威を感じて、直ちに日本人や中国人に立ち向かう












章を挙げる。“The Yellow Peril”には、 
 
“What do you think of the Japanese?” was asked an American woman after she had 
lived some time in Japan. “It seems to me that they have no soul.” Was her answer. This 
must not be taken to mean that the Japanese is without soul. But it serves to illustrate 
the enormous difference between their souls and this woman’s soul. There was no feel, 
no speech, no recognition. (Jack London 1989:286) 
 




An American lady of my acquaintance, after residing for months in Japan, in response 
to a query as to how she liked the Japanese, said: “They have no souls.” In this she was 
wrong. The Japanese are just as much possessed of souls as she and the rest of her race. 
And far be it from me to the Western soul, and what its value may be in the scheme of 
things. And yet that American lady’s remark but emphasizes the point. So different was 
the Japanese soul from hers, so unutterably alien, so absolutely without any sort of 
kinship or means of communication, that to her there was no slightest sign of its 






 “The Yellow Peril”ではその文章のあとに新渡戸稲造の『武士道』を引用して、日本人
と白人の信仰を比較して説明した。日本人の魂は単なる愛国心であって、一方白人の背後
には道義にかなった衝動や、誠実に考えだされた公正さがある。つまり、ロンドンは白人
















Our reflection brought into prominence not so much the moral as the national 
consciousness of the individual. Its nature-worship endeared the country to our inmost 
souls, while its ancestor-worship, tracing from lineage to lineage, made the Imperial 
family the fountain-head of the whole nation. To us the country is more than land and 
soil from which to mine gold or to reap grain−it is the sacred abode of the gods, the 
spirits of our forefathers: to us the Emperor is more than the Arch Constable of a 
Rechisstaat, or even the Patron of a Culturstaat−he is the bodily representative of 
Heaven on earth, blending in his person its power and its mercy.  
― 中略 ― 
Sense of calm trust in Fate, a quiet submission to the inevitable, that stoic composure in 





















 “If Japan Wakens China”は Lafcadio Hearn の最後の本 Japan: An Interpretation 3 ）
の序文の部分を説明した。資料を調べて見ると、ロンドンと Lafcadio Hearnの著書との接




➏1898 June 15 Jack goes on watch at midnight, the mosquitoes are thick. Can hear 
chant of Indians from miles down the river. Jack writes,“Lafcadio Hearn & Japanese 
Half Caste – Saw beautiful, half-breed woman here. Causcasian features, slender from, 
delicate oval of face and head, describe her environment, how much hard her lot than 
Japanese Half Caste.” (RUSS KINGMAN 1992:19) 
➐“If Japan Awakens China”中の引用 Japan: An Interpretationの序文部分 4 ） 
➑HEARN, LAFCADIO. Shadowing. Boston: Little, Brown & Company, 1910. …5 ） 
Marginalia: London made a mark beside a passage on page 181 mentioning favors of 







“The Yellow Peril”の中ではLafcadio Hearnの文を引用しなかった。その理由は、Lafcadio 
Hearnは 1904年に死んでしまったので、Hearnが書いた日本は 1904年以前の日本だから





与えられなかった。ロンドンと Lafcadio Hearnは違う形の日本を見たので、“The Yellow 
Peril”の中に Lafcadio Hearnの文を引用しなかったのだろう。 
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The early state of the family and the clan; the history of the differentiation of classes; 
the history of the differentiation of political from religious law; the history of restraints 
and of their influence upon customs; the history of regulative and cooperative conditions 
in the development of industry; the history of ethics and aesthetics, --all these and many 
others matters remain obscure. （Lafcadio Hearn 1905：4） 
 
Nobody knows this better than a man who has passed many years in trying to teach 
English in Japan, to pupils whose faith is utterly unlike our own, and whose ethics have 
been shaped by a totally different social experience. （Lafcadio Hearn 1905：6） 
 















8.1.4. 優生学の考えが見えない“If Japan Wakens China” 
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➒Back of our own great race adventure, back of our robberies by sea and land, our lusts 
and violences and all the evil things we have done, there is a certain integrity, a 
sternness of conscience, a melancholy responsibility of life, a sympathy and 
comradeship and warm human feel, which we cannot teach to the Oriental as we would 
teach logarithms or the trajectory of projectiles. That we have groped for the way of 
right conduct and agonized over the soul betokens our spiritual endowment. Though we 
have strayed often and far from righteousness, the voices of the seers have always been 
raised, and we have harked back to the bidding of conscience. The colossal fact of our 
history is that we have made the religion of Jesus Christ our religion. No matter how 
dark in error and deed, ours has been a history of spiritual struggle and endeavor. We 
are preeminently a religious race, which is another way of saying that we are a 
right-seeking race. (Jack London 1989:285) 
 
No great race adventure can go far nor endure long which has no deeper foundation 
than material success, no higher prompting than conquest for conquest’s sake and mere 
race glorification. To go far and to endure, it must have behind it an ethical impulse, a 
sincerely conceived righteousness. But it must be taken into consideration that the 
above postulate is itself a product of Western race-egotism, urged by our belief in our 
own righteousness and fostered by a faith in ourselves which may be as erroneous as 
























  “If Japan Wakens China”にはそのような言葉は全く見えないが、それに一番近い文と
しては次のようなものがある。 
 
➓Japan is the one unique Asiatic race, in that alone among the races of Asia, she has 
been able to borrow from us and equip herself with all our material achievement. Our 
machinery of warfare, of commerce, and of industry, she has made hers. And so well has 




っている。この言葉はさかのぼるともっと前の中国人もの短編小説“White and Yellow” の
中にも出て来た。ロンドンが“The Yellow Peril”を書いた時、この単語を使い続けた。し
かし、“If Japan Wakens China”では、代わって“Asiatic race”や“races of Asia”を使






て用いられた白人としての優越感溢れる言葉は“If Japan Wakens China”の中では一切書












  1904年から 1909年の間にロンドンは中国人もの短編を三つも書いた。即ち、1907年 3
月の“The Unparalleled Invasion”と 1908年 4月 12日の“The Chinago”と 1908年 5






8.2.1. “The Unparalleled Invasion”―中国人への偏見の頂点 





によると、この小説を二度も書き始めた。即ち、1906年 3月 11日と 1907年の 3月 7日で
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思ったら、1907年 3月の“The Unparalleled Invasion”の中に書いた行動は中国人を全滅
することである。しかも、この作品を 1906年に一回書き始めたものの、恐らく途中で中止
した。“The Unparalleled Invasion”中の中国人をどう扱うべきか決まらないので、途中で
書くのを中止した可能性がある。しかし、1907年の 3月には、“The Unparalleled Invasion”
中での中国人の運命について決断して、書き続けたのだと考える。それは、中国人を全滅
することだ。つまり、1904 年から 1907 年の 3 月前後までは中国人への偏見が強まり続け
ていたのだ。 
 
8.2.2. “The Chinago”－中国人への偏見が弱まり始めたことのわかる作品 








認識できるのだ。1907 年の 3 月前後のロンドンと比較すると 1908 年 4 月のロンドンは大
きく変化したと言える。1907 年 4 月 13 日に彼はスナーク号でチャーミアンと共にホノル





8.2.3. “Chun Ah Chun”―さらに中国人への偏見が弱まったことを示す作品 




























There are gods and gods. Some are paper, some are wood, some are bronze. I use a small 
one in the office for a paper-weight. In the Bishop Museum are many gods of coral rock 
and lavastone.  
—中略— 
I will tell you. It is money. In my time I have had dealings with Jews and Christians, 
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Mohammedans and Buddhists, and with little black men from the Solomons and New 
Guinea who carried their god about them, wrapped in oiled paper. They possessed 
various gods, these men, but they all worshipped money. There is that Captain 


































































From the Immigration Laws and Regulations of July 1, 1907, Article(c):“If a Japanese or 
Korean laborer applies for admission and presents no Passport, it shall be presumed 
that he did not possess when he departed from Japan or Korea a Passport entitling him 
to come to the United States, and that he did possess at that time a Passport limited to 












Just a few weeks before leaving for the Marquesas Islands, Yoshimastu Nakata was 
hired to replace Paul Tochigi. It was a fortunate decision, since Nakata turned out to be 
a nearly perfect servant, and wherever Jack went Nakata was with him for the next 
several years, becoming more a son than servant, and always treated as one of the 












1909 July 12 Nakata held up by Immigration people. 
            Jack sends wire to Secretary of Commerce and Labor in Washington, D.C. 
     July 13 Jack pays $500 bond for Nakata pending his appeal. 
     July 23 Receives word than Nakata can stay in the United States. 
 (Russ Kingman 1992:105) 
 
ロンドンはナカタがアメリカにいられるように 500 ドル 9 ）を払って、さらに、U.S. 





い、ロンドンがどこに行ってもナカタを連れていた。そして、“If Japan Wakens China”
を書いてから1915年にナカタが仕事をやめるまではロンドンは日本人と中国人の事を書か
なかった。ナカタが仕事を辞めた後の 1916 年にロンドンは最後の中国人もの小説“The 




















 The crew of the Snark relaxed as much as possible during the two weeks at Maringe 
Lagoon. Henry and Tehei were down with island fever. Nakata was suffering the 
torments of ngari-ngari (a terrible rash caused by bush poisoning resulting in severe 
itching) Jack had several yaws, and Charmian, along with rest, had intermittent bouts 
of fever. Yet everybody from the Captain down was nearly always able to carry out his 
full responsibilities. 
 Jack, Charmain, and Martin took a side trip to Kiaba, where all came down with 
ngari-ngari. Nakata had already caught it on Guadalcanal. Now they added a generous 
dosing of Lysol to the daily medication. By this time they were putting just about 








By December 1908, London had become quite ill with several mysterious maladies. He 
decided to abandon the Snark voyage in favor of a return to the more temperate climate 
of the Valley of the Moon, later turning to Charles Woodruff ’s The Effects of Tropical 




Steadily, rapidly, Jack regained his health in the California climate. In a few months all 
traces of his analytical mind was finally put at ease when he came across a book by 
Lieutenant Colonel Charles E. Woodruff of the United States Army, entitled The Effects 
of Tropical Light on White Men, in which the author had the same medical problem. The 
ultraviolet rays had simply torn them to pieces. (Russ Kingman 1979:212) 
 
I have made a discovery. Ninety percent of our crew is brunette. Aft, with the exception 
of Wada and the steward, who are our servants, we are all blonds. What led me to this 
discovery was Woodruff ’s “Effects of Tropical Light on White Men,” Which I am just 
reading. Major Woodruff ’s thesis is that the white-shinned, blue-eyed Aryan, born to 
government and command, ever leaving his primeval, oversea and foggy home, ever 
commands and governs the rest of the world and ever perishes because of the too-white 








より公平で客観的なエッセー“If Japan Awakens China”を書けた原因の一つと考えられ
る。 
 










































1 ) ここでは、明治維新、日露戦争のことを指す。 
2 ) この表現は、“The Yellow Peril”から取り上げたので、日本軍の従軍記者として取材した
時にこのシーンを目にしたとみなされる。 
3 ) Japan, an Attempt at Interpretationのことを指す。 
4 ) “If Japan Awakens China”は 1909年に書かれているので、1909年より前に読んだ
と考える。 
5 ) この本の出版は 1910 年であるので、ロンドンは 1910 年以降にこの本を読んだと考え
る。 
6 ) An Autobiography 1904, Facts and Comments 1902, The Principles of Psychology 
1896. 
7 ) Russ Kingman 1992, Jack London a Definitive Chronology による。 
8 ) ここで日本人のヨシマツ・ナカタを雇った。 























つまり、旅の直前に“The Unparalleled Invasion”を終わらせ、旅の途中で小説“The 
Chinago”と“Chun Ah Chun”を創作したし、グレン・エレンへ戻った直後にはエッセー
“If Japan Awakens China”を書いた。それは 1909年のことであった。しかし、その後
しばらくは中国もの作品を全く書かなかった。そして、1916 年に及んで最後の中国人もの
作品“The Tears of Ah Kim”を書いたのだ。 
 “The Tears of Ah Kim” は 1918年 7月に雑誌 Cosmopolitan の Vol. 65に初公開され、
すぐに On the Makaloa Matに収められて広く公表された。ロンドンが 1916年 11月 22
日の朝に昏睡状態に陥っているところを発見されその後死んだので、つまり、“The Tears of 
Ah Kim”はロンドンの死後に公開された作品である。彼の中国人もの作品の中でも、唯一
死後に公開されたものである。そして、ロンドンは、1916 年 6 月 12 日にハワイのホノル
ルで療養中に Edgar G. Sissonに送った手紙の中で、“The Tears of Ah Kim”という小説を
書き始めていると書き残している。つまり、この小説は 1916年に書かれたものと認識でき
る。かつてロンドンは The Paradise of the Pacific: Sketches of Hawaiian Scenery and Life
を自分の創作の源として扱っていた。特にこの本の 136 ページの所にマークを付けたし、
そのマークを付けたところは“The Tears of Ah Kim”の元々のストーリーである。具体的
なことは既に書いたので、ここでは、上記のことのみを簡単に紹介しておく。 
  今までのロンドンの中国人もの作品を読んでみると、彼の中国人観が中国人に対する理














ができる。“The Tears of Ah Kim”では、ロンドンが今まで書いた中国人もの作品と違っ
て、初めて中国人の親孝行についての話を描いている。この話のネタはロンドンが The 
Paradise of the Pacific: Sketches of Hawaiian Scenery and Life の中で見つけたもので、
彼が、親孝行は中国人の意識の中で特別に重要な位置を占めていると認識した上で、この





労して怨みず。（『論語』里仁第四 18, 翻訳：金谷治 1999 79）1 ) 
 
 子の曰わく、父母の年は知らざるべからず。一は則ち以て喜び、一は則ち以て惧る。（『論


























 Ah Kim, thirty-seven years of age, fat and a bachelor, really did want a wife, especially 
a small-footed wife; for, Chinese born and reared, the immemorial small-footed female 
had been deeply impressed into his fantasy of woman. But more, even more and far 
more than a small-footed wife, did he want his mother and his mother’s delectable 
beatings. So he declined Fu Yee Po’s easy terms, and at much less cost imported his 
mother … （Jack London 1919:170-171） 
 










 “Ah! Stubborn one! Why do you not cry? … Answer me! Why do you not cry?” 
 Weak and breathless from her exertions, she dropped the stick and panted and shook 
as if with a nervous palsy. 
 “I do not know, except that it is my way,” Ah Kim replied, gazing solicitously at his 
mother. “I shall bring you a chair now, and you will sit down and rest and feel better.” 













けたのだろう。三つ目には、ロンドンは Ah Kim の親孝行を描いたと同時に、タイトルの
“The Tears of Ah Kim”の意味を説明した。 
 
 “I cried,” he explained, “because I suddenly knew that my mother was mother was 
nearing her end. There was no weight, no hurt, in her blows. I cried because I knew she 
no longer had strength enough to hurt me. That is why I cried, my Flower of Serenity, 
my Perfect Rest. That is the only reason why I cried.” （Jack London 1919:183-184） 
 
ここでロンドンがいつもは泣かない Ah Kim が最後に泣いた原因について明確に述べた。
つまり、Ah Kimは自分の母親がこの世の中に残れる時間が少ないと感じ、思わず涙が出て
しまったのだ。この涙は、Ah Kimの母親に対する深い愛でありながら、彼の親孝行の感情
の無意識的な流露でもある。この小説のタイトルを“The Tears of Ah Kim”とした理由は、
ロンドンが中国の伝統思想の親孝行を描こうとしたと考えられる。ここの描写は、孔子の
言葉“父母の年は知らざるべからず。一は則ち以て喜び、一は則ち以て惧る”に即したのだと
























 “I speak of Li Faa,” his mother corrected with stick emphasis. “She is only half Chinese, 
as you know. Her mother was a shameless kanaka. She wore skirts like the degraded 
haole women−also corsets, as I have seen for myself. Where are her children? Yet has 
she buried two husbands.”  
 “The one was drowned, the other kicked by a horse,” Ah Kim qualified. 
 “A year of her, unworthy son of a noble father, and you would gladly be going out to get 
drowned or be kicked by a horse.”  
 Subdued chucklings and laughter from the window audience applauded her point. 
(Jack London 1919:163) 
 
つまり、Ah Kimの母親は自分の息子を、二人の夫の両方の不慮の死に関わった女性と結婚
させたくないのだ。母親は、もし息子 Ah Kim が二人の夫の両方が不慮の死をとげた女性
と結婚するなら、彼もまた不慮の死の運命に関わる可能性があると考えていたので、必死
に息子の婚姻を阻止したのだ。一見母親の考え方は不合理かつ不思議だが、その騒動を見
















 “I will have no half pake daughter-in-law,” his mother often reiterated to Ah Kim, pake 
being the Hawaiian word for Chinese. “All pake must my daughter-in-law be, even as 
you, my son, and as I, your mother. And she must wear trousers, my son, as all the 
women of our family before her. No woman, in the she-devil skirts and corsets, can pay 
due reverence to our ancestors. Corsets and reverence do not go together. Such a one is 
this shameless Li Faa. She is impudent and independent, and will be neither obedient 
to her husband nor her husband’s mother. This brazen-faced Li Faa would believe 
herself the source of life and the first ancestor, recognizing no ancestors before her. She 
laughs at our joss sticks and paper prayers and family gods, as I have been well told− 
（Jack London 1919:172-173） 
 
もう一つ母親が息子を Li Faaと結婚させたくない原因は、Li Faaが純粋な中国人ではない
からだ。ロンドンは血統のことをとても重視した。特に彼の誇りであるアングロ・サクソ


















“Paint,” said she, “the ideograph of to marry.” He obeyed, scarcely wondering, with the 
deft artistry of his race and training painting the symbolic hieroglyphic. 
“Resolve it,” commanded his mother. 
Ah Kim looked at her, curious, willing to please, unaware of the drift of her intent. 
“Of what is it composed?” she persisted.  
“What are the three originals, the sum of which is it: to marry, marriage, the coming 
together and wedding of a man and a woman? Paint them, paint them apart, the three 
originals, unrelated, so that we may know how the wise men of old wisely built up the 
ideograph of to marry.” 
And Ah Kim, obeying and painting, saw that what he had painted was three picture 
signs – the picture signs of a hand, an ear, and a woman. 
“Name them,” said his mother; and he named them. 
“It is true,” said she. “It is a great tale. It is the stuff of the painted pictures of marriage. 
Such marriage was in the beginning; such shall it always be in my house. The hand of 
man takes the woman’s ear and by it leads her away to his house, where she is to be 
obedient to him and to his mother. I was taken by the ear, so, by your long honorably 
dead father…” 






























9.3. ロンドンが描いた Ah Kimの変化 
 



















 But Ah Kim did not return to China. He had observed the business life of Hawaii and 
developed a vaulting ambition. For six months in order to learn business and English at 
the bottom … his attitude toward mere contract coolies had become distinctively 
aristocratic. The manager offered to raise him to sixty gold … Instead of accepting, Ah 
Kim departed to Honolulu and in the big general merchandise store of Fong & Chow 
Fong began at the bottom for fifteen gold per month. He worked a year and a half, and 
resigned when he was thirty-three, despite the seventy-five gold per month his Chinese 
employers were paying him. Then it was that he put up his own sign: Ah Kim Company, 











Ah Chun”の主人公 Ah Chunの結末は、この文化の壁を超えられなかったことと、結局中
国に戻ってしまったことを描いた。 
 しかし、“The Tears of Ah Kim”の主人公 Ah Kimは変化しつつある。まず、彼の好きな
女性のタイプが変わった。徐々に西洋生活に慣れて来た Ah Kim の好きなタイプは西洋文
化を受けた女性となった。 
 
No small-footed wife did he want now, but a free, natural, out-stepping, normal-footed 
woman who, somehow, appeared to him in his daydreams and haunted his night visions 
in the form of Li Faa, the Silvery Moon Blossom. … the wearer of white-devil skirts and 
corsets and high-heeled slippers? (Jack London 1919:172) 
 
Ah Kimの好みが、足の小さい中国人の女性から、白人がよく着ているスカートを着て高い
ヒールが付いている靴を履く西洋文化を薫陶された Li Faaになったのだ。Ah Kimは西洋
文化に接近し始めたとみられる。直接に言葉を使って相手に自分の愛を表すことは中国人
のやり方ではない。それは、Ah Kimの母親が自分の愛を直接的に言葉で表現せず代わりに
よく彼を殴った一つの原因だと考えられる。しかし、Ah Kimは“Silvery Moon Blossom”
のような言葉を使って自分の愛をうまく表現できた。他にも“… O Moon Lily, will I tell 
you.”“… my Flower of Serenity, my Perfect Rest.”という表現があったので、ロンドンは
Ah Kimを西洋文化に馴染んでいる人物として描いた。 
  最後に、Ah Kimは母親が亡くなった直後に Li Faaと結婚した。特に、Ah Kimは母親
の葬式の前に結婚式を行ったので、母親の死には彼にとって特別な意味が含まれている。
つまり、中国の思想の縛りが彼の母親と共に消えてしまったことだ。ロンドンが最後に Ah 









































1 ) 中国語の翻訳は“子曰：事父母几谏。见志不从，又敬不违，劳而不怨。”となっている。 
2 ) 中国語の翻訳は“子曰：父母之年，不可不知也。一则以喜，一则以惧。”となっている。 







7 ) 『清人篆隷字彙』の P.164−165にある。 






















































帰って間もなく、ロンドンはエッセー“If Japanese Wakens China”を書いた。このエッ
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